
 

 

（単位 人口，通学者＝人，構成比＝％） 平成１７年１０月１日現在

都　　市 人   口 都　　市 人   口

札幌市 1,880,863 76,422 (4.1） 名古屋市 2,215,062 80,759 (3.6)

仙台市 1,025,098 53,332 (5.2) 京都市 1,474,811 87,764 (6.0)

さいたま市 1,176,314 45,515 (3.9) 大阪市 2,628,811 81,475 (3.1)

千葉市 924,319 34,622 (3.7) 神戸市 1,525,393 61,950 (4.1)

東京都(区部) 8,489,653 308,413 (3.6) 広島市 1,154,391 39,038 (3.4)

横浜市 3,579,628 137,689 (3.8) 北九州市 993,525 31,887 (3.2)

川崎市 1,327,011 54,832 (4.1) 福岡市 1,401,279 72,110 (5.1)

静岡市 700,886 20,390 (2.9)

通学者（構成比） 通学者（構成比）

  １５歳以上のうち

  　労働力人口　　　　　　　734,881人(60.8%)

　    うち就業者　　　　　　688,268人(56.9%)

● 国勢調査は，日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。 　　    うち通学のかたわら仕事    28,419人( 2.4%) －①

　    うち完全失業者　　　 　46,613人( 3.9%)

● 平成２２年国勢調査は，我が国が本格的な人口減少社会となって実施     非労働力人口　　　　　  474,098人(39.2%)

　 する最初の国勢調査で，日本の未来を考えるために欠くことのできな       うち家事 　　      　 199,761人(16.5%)　

　 い最新の人口・世帯の実態を明らかにする重要な調査です。　 　  　うち通学　　　　　 　 105,176人( 8.7%) －②

　  　うちその他　　　　　  169,161人(14.0%)

● 調査結果は，さまざまな法令で使われるほか，社会福祉，雇用対策，

　 生活環境の整備など，私たちの暮らしのために役立てられます。　

　「不詳」を除く総数に対する割合

～平成１７年国勢調査結果から～

１５歳以上の人口（注） 　 1,283,373人

　（  ）内は構成比。ただし，構成比は労働力状況

http://www.city.kyoto.jp/sogo/toukei/

　通学者（①＋②）　　　　　133,595人(11.1%)

　（注）労働力状況「不詳」を含む。

国勢調査については，「京都市の統計情報（Statistics Kyoto City）」のトップページからご覧いただけます。

京都市の通学者は？
 

国 勢 調 査 は  み ん な で 描 く  日 本 の 自 画 像  
（ 平 成 22 年 国 勢 調 査 標 語 ）  

                

平 成 22 年 10 月 １ 日 ， 国 勢 調 査 を 実 施 し ま す ！  

 

統計トピック

大学のまち・学生のまち 京都市 －国勢調査でわかること（その４）－ 

 

 京都市内には多くの大学があり，また大学に通学する多くの学生たちが住むまちでもあります。こうした中，京都市

では，大学振興を市政の重要な柱の一つと位置付け，大学と地域社会，産業界との交流を一層深め「大学のまち」を展

開するとともに，学生が活き活きと輝き，京都の大きな力となる「学生のまち」を目指しています。 

そこで，国勢調査でわかることの４回目となる今回は，市内の学生数等にスポットを当て，統計から「大学のまち・

学生のまち 京都市」について考えます。 

 

 

１ 京都市内に常住する１８歳から２４歳までの通学者について（平成１７年国勢調査結果から） 

  国勢調査の結果から，実際に京都市内に常住する１８歳から２４歳までの通学者（就業者のうち，通学のかたわら

仕事をしている者を含む。以下「通学者」という。）（注）の状況について，東京都（区部）（以下「東京都」という。）

及び政令指定都市（以下「政令市」という。）と比較します。 

  京都市内に常住する通学者は，８万７７６４人となっています。これを東京都及び政令市と比較すると，市（区）

内に常住する通学者が最も多いのは，東京都の３０万８４１３人，次いで横浜市の１３万７６８９人，京都市の順と

なっており，京都市は３番目の通学者数となっています。 

次に，人口に対する通学者の構成比をみると，京都市は市内の人口に対して６．０％が通学者となっています。 

これを東京都及び政令市と比較すると，最も構成比が大きいのは京都市，次いで仙台市の５．２％，福岡市の５．１％

という順になっています。 

このように，市（区）内に常住する通学者数については，東京都をはじめ，横浜市など人口の多い都市が上位を占

めていますが，人口に対する通学者の構成比については，京都市が最も高くなっています。 

（注）通学者 

国勢調査における通学とは，小学校，中学校，高等学校・高等専門学校，短期大学，大学，大学院のほか，予備校，洋裁学 

校などの各種学校，専修学校に通っている場合も含まれています。また，就業者のうち通学のかたわら仕事をしている者とは， 

主に通学していて，そのかたわら，例えばアルバイトなど少しでも仕事（収入を伴うもの）をしている場合をいいます。 

 

表―１ 政令指定都市，東京都（区部）に常住する通学者（１８歳から２４歳まで）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 総務省統計局 

注 ただし，平成１７年１０月１日現在の政令市を対象（相模原市，新潟市，浜松市，堺市及び岡山市を除く） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

平成２１年５月１日現在（単位 大学数＝校，学生数＝人） 

計 大学院・大学 短期大学 計 大学院・大学 短期大学

札幌市 22 14 8 57,137 53,216 3,921 11.6 300.5

仙台市 13 10 3 49,779 48,881 898 12.6 482.4

さいたま市 6 4 2 16,133 15,504 629 5.0 133.5

千葉市 14 9 5 28,349 26,808 1,541 14.7 297.6

東京都（区部） 128 91 37 502,125 483,939 18,186 14.6 571.0

横浜市 17 11 6 83,153 80,434 2,719 4.6 226.7

川崎市 7 4 3 32,196 30,946 1,250 5.0 229.2

新潟市 12 7 5 22,119 20,071 2,048 14.8 272.5

静岡市 8 4 4 16,572 14,402 2,170 11.1 231.0

浜松市 7 6 1 11,307 11,039 268 8.6 139.2

名古屋市 23 16 7 92,162 88,959 3,203 10.2 408.7

京都市 37 25 12 139,237 134,076 5,161 25.2 949.2

大阪市 19 11 8 32,416 28,126 4,290 7.1 121.9

堺市 9 6 3 12,627 11,614 1,013 10.8 150.8

神戸市 26 21 5 70,966 68,816 2,150 16.9 462.0

岡山市 11 8 3 28,738 27,198 1,540 15.6 408.6

広島市 18 13 5 32,867 30,410 2,457 15.4 281.2

北九州市 13 9 4 23,123 21,566 1,557 13.2 235.2

福岡市 20 11 9 76,668 71,988 4,680 13.8 530.3

学生数
(人口１万人
当たり）

都　市
大　　学　　数 学　　生　　数 大学数

（人口１００
万人当たり）

統計トピック

 

次に，国勢調査結果ではありませんが，文部科学省から公表されています「平成２１年度学校基本調査」結果から，

京都市内にある大学数及びそこに通学する学生数の状況について，東京都及び政令市と比較します。 

なお，「学校基本調査」の結果については，文部科学省のホームページで閲覧可能です。 

（http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/kihon/1267995.htm）  

また，京都市分の詳細については，独自集計結果も公表しています。 

（http://www.city.kyoto.jp/sogo/toukei/Population/Education/index.html） 

  

２ 京都市内にある大学数及び学生数について（平成２１年度学校基本調査結果から） 

京都市内にある大学数（市内に大学本部が所在）は，大学院・大学及び短期大学を合わせて３７校となっています。

これを東京都及び政令市と比較すると，東京都の１２８校に次いで，京都市は２番目の大学数となっており，政令市 

の中では，最も多くなっています。（第１位 東京都，第２位 京都市，第３位 神戸市） 

また，京都市内に通学する学生数については，１３万９２３７人となっています。これを東京都及び政令市と比較

すると，大学数と同様に，東京都の学生数５０万２１２５人に次いで，京都市は２番目に多く，政令市の中では最も

多い学生数となっています。（第１位 東京都，第２位 京都市，第３位 名古屋市） 

次に，大学数及び学生数について，人口１００万人当たり及び人口１万人当たりの割合で比較すると，京都市の大

学数（人口１００万人当たり）については，２５.２校となり，東京都及び政令市の中で最も多くなっています。 

  （第１位 京都市，第２位 神戸市，第３位 岡山市） 

また，京都市の学生数（人口１万人当たり）についても，９４９.２人となり，大学数（人口１００万人当たり）と

同様，東京都及び政令市の中で最も多くなっています。（第１位 京都市，第２位 東京都，第３位 福岡市） 

なお，これらの学生数については，市内にある大学に通学している学生数をカウントしており，前ページで紹介し

ています市内に常住する通学者数とは異なります。 

 

このように，京都市内に常住する通学者，市内にある大学数及びそこに通学する学生数について，それぞれの人口

に占める割合（構成比）をみてみますと，いずれも東京都及び政令市の中で最も高いものとなっており，大学のまち・

学生のまちの京都市の姿がみえてきます。   

 

 

表―２ 政令指定都市及び東京都（区部）の大学数，学生数等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 文部科学省 

注 「大学数」については，大学本部の所在地による。 

  「学生数」については，在籍する学部・研究科等の所在地による。なお，学生数には学部学生のほか大学院，専攻 

 科及び別科の学生並びに聴講生等を含む。 

  「大学数（人口１００万人当たり）」及び「学生数（人口１万人当たり）」については，平成２１年５月１日現在の

推計人口を用いて算出している。推計人口については，さいたま市及び岡山市は各都道府県，その他の市は各都市（都）

統計主管課による数値を使用。なお，平成２１年５月１日現在の政令市を対象（相模原市は除く）  


